
農業と太陽光発電の適地が重なることはよく知られています。こうした土地利用の対立を解消する効果的な手段
として営農型太陽光発電（営農ソーラー）が世界的にも注目されています。既に世界25カ国以上で、営農ソー
ラーの実証や商用プラントが設置されていてます。 
優れた営農ソーラーシステムは、農業にも発電にも好影響を与えます。ドイツ・フランス・イタリア・イスラエ
ル・米国などに代表される各国は、国を挙げた研究・技術開発や、普及を可能にする制度整備を加速化させて
います。日本は営農ソーラーの普及数こそ他国をリードしていますが、さらなる普及を促進するための官民協
力・研究開発・政策や制度設計等では後塵を拝している観も否めません。 
本シンポジウムは、他国の事例を互いに学ぶと共に、脱炭素社会の実現に向けて、農業と太陽光発電を両立させ
るために政府が果たすべき役割や、適切な制度設計の在り方を考えます。

テーマ：営農ソーラーに係る政策課題～世界の動向は？～
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　気候危機に加えてエネルギー危機への対応が待ったなしの昨今、地域に根ざした再エネによるエネルギー転換
の重要性がますます注目されており、統計的にも世界史的に急速なエネルギー移行が進みつつあります。日本で
も、国が GX（グリーントランスフォーメーション）戦略や脱炭素先行地域など脱炭素・エネルギー転換への支
援を拡充しつつありますが、地域から見ればなお課題が山積みです。
　こうした状況を踏まえ、全国ご当地エネルギー協会では、国内各地で地域からの実践を続ける経験豊富な会員
団体が課題を持ち寄り、さまざまなステークホルダーとの意見交換を通して地域版 GX をさらに加速させるため
のラウンドテーブル対話を開催いたします。
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・歓迎の辞：近藤昭一（衆議院議員、「原発ゼロ・再エネ100の会」共同代表）  
・開催趣旨：飯田哲也（国会エネルギー調査会（準備会）有識者チーム事務局長、 

環境エネルギー政策研究所所長） 
（1）各国の営農ソーラーに関する政策動向 
・ドイツの政策動向 　Max Trommsdorff 氏（フラウンホーファー太陽エネルギー 
   　　システム研究所太陽光発電部営農ソーラーグループ長） 
・フランスの政策動向　Christian Dupraz博士（フランス国立農業・食糧・環境研究所 
   　　営農型太陽光発電・アグロフォレストリー 上級研究員） 
・米国の政策動向 　Thomas Hickey氏 (コロラド大学／米国立再生 
   　　可能エネルギー研究所 NREL) 
（2）営農ソーラーに係るラウンドテーブル 

「農業を保護しつつ発電するための政策誘導や規制のあり方」 
モデレーター：田島誠（環境エネルギー政策研究所特任研究員) 

・問題提起 飯田哲也（環境エネルギー政策研究所所長) 

お申し込み・お問い合わせ 
https://www.isep.or.jp/event/14268 

参加費は無料です。
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